
ふ る さ と の 宮 忘 じ 難 く 候

平成２８年４月２９日の午後、大井神社を訪ねた二人のご婦人がありました。母親の法事

で東京から帰郷したが、幼いとき遊んだお宮が懐かしくお詣りに来たとのことでした。

しかし、時代の波に翻弄され、再びお詣りの叶わぬ人

もいました。大井東新町の元成政右衛門さんです。

話は明治３４年４月２９日に遡ります。この日、皇室

に迪宮（後の昭和天皇）が誕生します。神社では、これ

を記念して、拝殿の前庭に植樹することで衆議一決。そ

の年の１２月、今に残る玉石柵に囲まれた二本の名木が

目出度くお披露目されました。政右衛門さんのお家は、

大井村５００余戸の中でも素封家です。「橘？」を囲む石

柱の１本にその名を刻むのでありました。

しかしあろう事か、近郷のお宮を合祀した明治４２年から間もない４４年１月、神社は、

この石柵を残し丸焼けになります。正に、神無月ならぬ神

無村です。しかし、氏子の懸命の努力で大正４年、本殿等

の改築が成りました。ここでも、政右衛門さんは、本殿を

囲む玉垣の太柱にその名を刻むのです。

時に日本経済は、第一次世界大戦（大正３～７年）後の

経済恐慌、大正１２年の関東大震災、昭和２年の銀行取り

付け騒動など、不況のどん底に向けてまっしぐらという状

況にありました。

昭和３年１１月、昭和天皇即位の大礼（御大典）が行わ

れます。これを記念して神社では参道を付け替えて石段を

整備します。その頃、さしもの政右衛門さんの身代も陰り

はじめるのですが、それでも寄附者芳名碑にその名を連ね

ます。政右衛門さん最後の意地でした。

しかし、昭和５年には経済恐慌が追い打ちをかけ、大井

村でも４戸に１人とも言われるほどアメリカ移民が加速度

的に増加する有様です。加えて、これを鼓舞するかのごとく、大井の伊丹淺五郎さん、粟井

の中田常太郎さんなど、先発渡米組の成功談が紹介されます。

既に人生の晩節にある政右衛門さんでしたが、ついに、裸一貫万

里の波濤を越えアメリカ行きを決意するのです。そして、政右衛門

さんの名は、お宮の境内から消えました。

移民の多くは、線路工夫、白人家庭の従僕、農園手伝いで蓄財し

身を立てています。政右衛門さんは、どんな仕事に就いたでしょう。

想像を絶する苦労があったはずです。そして数えること幾星霜。あ

る日、神主さんにアメリカからプレゼントが届きました。５０円５

０銭也、それは血縁の佐十郎さんと連名の神社への寄付金でした。

ふるさとの宮忘じ難く候。政右衛門さんは再びお宮に帰りました。

今では、宮山の麓で少しかしぎながら参詣者を迎えてくれます。
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右は、伊丹淺五郎さんの寄付金碑、一金６０円とあります。当然

ながら、政右衛門さんより古いものです。

下の記事は、大正１０年４月発行の「在米岡山県人発展史」に成

功者として紹介された伊丹淺五郎さんとその家族。

※ なお、政右衛門さんについては、家運、渡米時期、帰朝の有無など不確かな点があります。

大正３年、在米岡山県人５６０人中、吉備郡出身者２２９人、御津郡同１６３人。

昭和３年海外渡航者から郷土送金額計 １０，２５１円。（いずれも岡山県統計年報）
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